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ＡＲＩＢからの
お知らせ

第56回電波利用懇話会のご案内
「地上デジタル放送の利活用の在り方と普及に向けて

行政の果たすべき役割～情報通信審議会から第３次中間答申～」

2003年12月に三大広域圏において開始された地上デジタル放送は、本年12月に
は 全国の都道府県庁所在地で放送される予定であり、視聴可能エリアの拡大
や受信機の出荷台数の増加など、普及はおおむね順調に進捗しています。
今後は、今年末の全国展開以降、2011年までのデジタル放送への全面移行の確
実な実現に向けて、より一層、普及を加速・推進していく必要があります。
情報通信審議会では、情報通信政策部会の下に設置された「地上デジタル放送
推進に関する検討委員会」において検討を進め、2006年8月1日に第3次の中間
答申がされました。
中継局ロードマップの具体化と補完措置、受信機の普及や利便性の確保等、幅
広い観点から円滑かつ着実なデジタル全面移行の実現に向けた提言が行われて
います。
当会では、今後の電波利用の発展に大きく係わる本件について、総務省から講
師をお招きして説明していただくこととし、下記により第56回電波利用懇話会
を開催することといたしました。
会員の皆様には、ぜひご参加下さいますようご案内申し上げます。

記
１ 日 時 ： 平成18年10月11日(水) 午後2時から4時まで
２ 場 所 ： 東海大学校友会館 望星の間（霞が関ビル33階）

東京都千代田区霞が関3-2-5 TEL:03-3581-0121

３ 題 名 ： 「地上デジタル放送の利活用の在り方と普及に向けて行政の果た
すべき役割 ～情報通信審議会から第３次中間答申～」

４ 講 師 ： 総務省 情報通信政策局
地上放送課 課長補佐 佐藤 好英 様

５ 対 象 ： ARIB正会員及び賛助会員
６ 参加者 ： 120名程度（定員になり次第締め切らせていただきます）
７ 申込先 ： 当会ホームページのセミナー講演会等の申込受付まで

（https://www.arib.or.jp/cgi-bin/semi/usr/general.cgi）
８ 参加費 ： 無料

https://www.arib.or.jp/cgi-bin/semi/usr/general.cgi


９ 会場案内

霞が関ビル33階 東海大学校友会館 望星の間

問合せ先
企画国際部 小南
TEL:03-5510-8592
FAX:03-3592-1103

CEATEC JAPAN 2006の開催とARIB出展のお知らせ

通信・情報・映像が融合したデジタルネットワーク時代を反映し、最新の技
術、製品、システム、ソフトを一堂に集めその成果を情報発信する業界を挙げ
ての大規模な複合展示会「CEATEC JAPAN 2006」が、幕張メッセで開催され
ます。
当会は同展示会に協賛していると共に、ARIBブースを設け展示を行います。
ぜひお立ち寄りください。

１ 会 期
(1) プレミアムタイム ：10月3日(火) 10:00 ～ 12:00
(2) 一般公開日 ：10月3日(火)

10月4日(水)～7日(土)
12:00 ～ 17:00
10:00 ～ 17:00

２ 入場券の確保
(1) 事前登録

9月22日(金)までに、インターネットで入場事前登録を行うと、入場証
が郵送さ れてきます。入場料(¥1,000)が無料になると共にスムーズに
入場できます。

(http://www.ceatec.com/2006/ja/visitor/)
(2) 招待券の配布

ARIB入口にて招待券を配布しております。ご自由にお持ちください。
３ 会場へのアクセス

(1) 幕張メッセの最寄り駅
ア JR京葉線 海浜幕張駅（会場まで徒歩7分）
イ JR総武線 幕張本郷駅、京成線 幕張本郷駅（会場までバス15分）

(2) 東京都心方面から海浜幕張駅
ア ［東 京］---JR京葉線（快速30分・各停40分）---［海浜幕張］
イ ［有楽町］-東京メトロ有楽町線(12分)-［新木場］-

-JR京葉線(各停26分)-［海浜幕張］
(3) 東京都心方面から幕張本郷駅

ア ［秋葉原］------JR総武線（40分）-----［幕張本郷］

http://www.arib.or.jp/osirase/news/img/img559-1.gif
http://www.ceatec.com/2006/ja/visitor/


イ ［上 野］------ 京成線 （45分）-----［幕張本郷］
(4) 空港から幕張メッセ

ア ［羽田空港］------リムジンバス（約40分）-----［海浜幕張］
イ ［成田空港］------リムジンバス（約30分）-----［海浜幕張］

(5) 車でご来場の場合
ア 湾岸習志野I.C.(東関東自動車道)または、幕張I.C.(京葉道路)から

約5分
イ 湾岸千葉I.C.(東関東自動車道)から約5分

４ ARIB出展の概要
(1) 出展ブース

デジタルネットワークステージ 、展示ホール5の小間番号5B41
(2) 出展内容

ア ARIBの活動紹介(ARIBの概要、標準規格策定業務、照会相談業務
等)

イ 通信・放送分野における最新の研究開発状況の紹介
ウ 特定周波数変更対策業務の紹介
エ ARIBホームページの閲覧

電気通信・放送
行政の動き

アナログ周波数変更対策の9月における対策開始地域
及びこれまでの進捗状況（速報値）

（平成18年8月31日総務省報道発表から）

地上デジタル放送用の周波数を確保するためのアナログ周波数変更対策（受信
対策）は、平成15年2月から対策を開始していますが、本年8月までの間
に605地域の対策に着手し、約452万世帯（全体の97.3％）の対策を終了するな
ど、計画に沿って順調に進捗しているところです。

１ 平成18年9月中に受信対策を開始する地域は以下のとおりです。
（７地域、対策見込み数：約5千世帯）
北海道 ： 1道2地域 （北海道） 釧路市、浦河町・様似町の各一部
信 越 ： 1県1地域 （長野県） 須坂市の一部



中 国 ： 2県3地域 （広島県）
（山口県）

福山市の一部
上関町、萩市の各一部

九 州 ： 1県1地域 （熊本県） 天草市の一部

２ これまでの受信対策の進捗状況

対策着手 対策終了 対策着手 対策終了
北海道 16地域 約 4万1千世帯 東 海 26地域 約 12万9千世帯
東 北 18地域 約 1万9千世帯 近 畿 54地域 約 56万2千世帯
関 東 76地域 約158万2千世帯 中 国 102地域 約 69万9千世帯
信 越 14地域 約 1万2千世帯 四 国 58地域 約 36万世帯
北 陸 12地域 約 3万4千世帯 九 州 229地域 約107万9千世帯

詳細は＜http://www.soumu.go.jp/s-news/2006/pdf/060831_8.pdf＞を参照願います。

編集後記

夜になると秋の虫が鳴き始める今日この頃、皆様いかがお過ごしでしょうか。
筆者は8月27日に開催されました『全日本マウンテンサイクリングin乗
鞍2006』に初参加してきました。この大会は乗鞍温泉郷（標高1460m）から乗鞍山頂の
畳平（標高2720m）までの標高差1260ｍ、距離20.5Km、平均斜
度6.15％（最大斜度15％）を4時間以内に走行する大会です。
文章で書くと厳しさが伝わってきませんが、20.5Kmに渡って上り坂を上ってゆきます。
高原の景色の美しさと、木陰に吹く風の心地よさは何とも言えませんが、20.5Kmの上り
坂を上ってゆく苦しさは、筆舌に尽くしがたいものがあります。
中間地点から先の勾配の厳しさは、口から内臓が飛びでそうなほどでした。もちろん初
参加の私が全コース乗車で上り切れる訳が無く、途中はかなりの距離に渡って自転車を
押して上りました。沿道の警備、給水所のスタッフ、私を抜き去って行く仲間からの声
援を浴びて、ひたすらゴールを目指します。
とは言え、森林限界点の2500ｍを越すと自転車を押すだけでも息絶え絶えとなります。
しかし、ここまで来ればゴールはあとわずかです。
「ここまで頑張ったんだから、あと僅か、あと僅か」と自分に言い聞かせ、残る気力を
振り絞って上ってゆきます。仕事と同じで、ゴールまでは苦難の連続です。大会を支え
る陰の主役を垣間見ました。自転車に取付ける時間計測用のタグ、おびただしい数量の
連絡、警備、救護の無線、テレビの中継と、無線がいたるところで活躍しています。

安心、安全を縁の下で支える無
線、このような素晴らしい世界
にいられることを感謝しており
ます。

（澤井 利和）

http://www.soumu.go.jp/s-news/2006/pdf/060831_8.pdf
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